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■
平
成
23
年
〜
平
成
26
年
　
総
合
計
画
推
進
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究
開
始

■
平
成
27
年
〜
令
和
２
年
　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
　

■
平
成
27
年 

　
　
　
　
９
月
　
活
用
実
施
調
査
補
正
予
算
１
億
１
３
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
否
決
（
賛
成
７
・
反
対
８
）

　
　
　
　
10
月
　
活
用
実
施
調
査
補
正
予
算
再
提
出
　

　
　
　
　
　
　
　
随
契
　
東
京
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
６
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
賛
成
８
・
反
対
７
）

■
平
成
28
年

　
　
　
　
１
月
　
雫
石
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
　

　
　
　
　
６
月
　
新
町
道
用
地
購
入
費
３
８
６
万
１
千
円
　
可
決
（
賛
成
８
・
反
対
７
）

　
　
　
　
９
月
　
新
町
道
工
事
費
補
正
　
７
０
０
０
万
円
　
可
決
（
賛
成
８
・
反
対
７
）

■
平
成
29
年 

　
　
　
　
２
月
　
七
ツ
森
地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
賛
成
７
・
反
対
７
・
議
長
裁
決
）

　
　
　
　
７
月
　
七
ツ
森
地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
監
査
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
賛
成
９
・
反
対
３
・
退
席
２
）

　
　
　
　
９
月
　
監
査
報
告
後
百
条
委
員
会
設
置
案
　
否
決
（
賛
成
６
・
反
対
８
）

　
　
　
　
12
月
　
七
ツ
森
地
域
交
流
拠
点
施
設
管
理
備
品
購
入
費
補
正
１
６
５
１
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
賛
成
10
・
反
対
４
）

■
平
成
30
年

　
　
　
　
３
月
　
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
否
決
（
賛
成
７
・
反
対
７
・
議
長
裁
決
）

　
　
　
　
６
月
　
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
再
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
賛
成
８
・
反
対
６
）

　
　
　
　
９
月
　
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
（
雫
石
ま
ち
づ
く
り
会
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
賛
成
８
・
反
対
６
）

　
　
　
　
９
月
　
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
費
４
５
９
万
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
賛
成
９
・
反
対
５
）

14
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
昨
今
、町
で
は
平
成
23
年
か
ら
総
合
計
画
推
進
モ

デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究
を
開
始
し
、そ
の
中
の一

つ
に
町
内
沼
返
に
あ
る
未
利
用
町
有
地
14

 

ha
の
利
活
用

を
掲
げ
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、議
会
は
賛
否
を
二
分
し
な
が
ら
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
い
ま
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

これから

特 集

こ
れ
ま
で
の
主
な
経
緯

少子高齢化対策と
地方へ新しい人の流れをつくる

■平成29年3月末時点の
　七ツ森ヴィレッジ
　（イメージ図）

一般質問で50数回に及ぶ熱い議論
紆余曲折を経て、今日に至る

町
ね
の
ら い

ヘクタールの

特 14ヘクタールのこれから集

　平成26年に地方創生会議（座長：増田寛也元岩手県知事）
が発表した、本町も消滅可能性都市に含まれることに危機感
を持ち、人口減少対策として生涯活躍のまち・日本版CCRC
構想※を進めるべく様々な事業を進めました。
　官民で出資して「雫石まちづくり会社」を設立するとともに、
民間主体で14ヘクタールに資金を投じる計画で、日本版
CCRC構想による関係人口の拡大、雇用の場の創出を目指し
スタートしたものです。

【議会でも関連議案を否決】
　平成23年以降、議会において様々な議論があり、国の補
助をもとにして整備を進めたとしても町民のためになるか不
明瞭。業務内容の計画や実施団体の実行性が不透明。協定を

締結した民間会社の撤退など諸問題も発生しました。この間、
議会でも事業に係る補正予算が否決されるなど、事業自体
の見直しを余儀なくされたものです。
　議会としても町の重点事業と捉え、事業の進捗状況を注視
してきましたが、最終的に計画どおりの実施には至らず、計画
は白紙となりました。
　今年度、町では事業に対する検証と総括を行うとともに、
新たな民間事業者が提案した事業計画を認め、当該事業者
と「町有財産を活用した地域活性化に係る包括連携協定」を
締結しました。次ページからはその概要を紹介します。

※日本版CCRC構想：「Continuing Care Retirement Community」の略称で、高齢
者が健康な段階で入居し、継続的なケアを受けながら終身暮らすことができる生活
共同体

町
有
地
活
用
の
10
年

14
ha 

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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4しずくいし議会だより No.120しずくいし議会だより No.1205

●２０２１年度より順次設備投資
●２０２５年度には全事業立上げ

雫石町沼返１９-２
（七ツ森・丸谷地行政区）

●農業
●宿泊業・貸事務所
●レストラン・カフェ・浴場
●産直・コンビニ　●電力

エネルギープロダクト株式会社
　東京都
　丸山一孝代表取締役

●地域活性化と過疎化対策
●自立分散型地域社会創生
●防災防疫能力強化

●企業の初期投資総額４．４億円
●売上１．６億円
●利益０．３億円

●未利用の町有地・
　交流センターを徹底活用

▼
●プラント技術・再エネ技術・農
業技術・水処理技術

▼
●有機野菜農業による６次産業化
●移住者に職住一体としたコ
ミュニティを提供する（アパー
ト・ホテル）

配 置 計 画

施 設 概 要

イ ン タ ビ ュ ー

❻アパート
●各施設を運営する社員の宿舎
●移住希望者に移住しやすい環境を
提供

❹七ツ森地域交流センター
●レストランでは雫石牛や南部かしわ
などの料理を提供
●地元企業と連携し、食を活かしたイ
ベントなどで人の交流を促進

●ホテル利用者向けの食事や弁当、惣
菜の提供
●自社農場で生産した野菜や町内産
野菜の販売

❶❷農業ハウス
●農業ハウスではミニトマトなど通年栽培
●果樹山ではリンゴ、さくらんぼなどを無農薬栽培
●市場出荷の他、七ツ森地域交流センター内のレストランや産直でも販売・提供
●事業開始段階では町民を中心に農業従事者を雇用。移住意欲のある人材には、
　住居や職を提供

❾ホテル
●出張などのビジネス利用客や周辺レジャー客、冬季のスキー客の利用で人の滞留
を図る
●レストランと連携し宿泊客に高品質の食事を提供
●付帯設備として浴場、コインランドリーを整備

町有地のこれから
どう活用していく

町にとって真に必要な事業へ

いつ ？

ど こ で ？

何 を ？

だ れ が ？

何 の た め に ？

い く ら で ？

ど の よ う に ？

雫石町有地
活用プラン

❶❷農業ハウス
❸駐車場
❹七ツ森地域交流センター
❺果樹山
❻アパート
❼500kw太陽光発電所
❽50kw太陽光発電所
❾ホテル

❶

❽

❷

❸
❹

❺

❻

❼

❾

　町有地14ヘクタール活用プロジェクト開始から約10年以上を経て、新たな活用方法が示されました。町は
再生可能エネルギー事業を手掛ける、エネルギープロダクト株式会社（東京都 丸山一孝代表取締役）と地域活
性化に係る包括連携協定を締結。経済性の高い有機農業と、職住一体型による移住者の受け入れ機能を持た
せた利用を進めます。

　今回の特集を組むにあたり、町民の方々から「期待」と「不安」の生の声を改めて聞きました。今後進められる
地域活性化事業が町にとって真に必要なものとなり得るよう状況を注視していきます。

（イメージ）

（イメージ）
（イメージ）

特 14ヘクタールのこれから集

　人が来るかなと不安ですが、施設ができること
で町に人が集まってくれることを期待します。

なが さわ ゆう た ろう

長澤 裕太郎さん（28歳、安庭）
　他の市町村と比較して特産物の活用が少なく、
産直スーパーやレストランでの提供に期待してい
ます。アクセスしやすい立地条件を活かし、スキー
場や小岩井農場と協力して、どの年代にも楽しめ
るアウトドアイベントができたら良いと思います。

たけ だ とし お

武田 敏男さん（74歳、陽和郷）

　この七ツ森地域交流センターは建設以来ほと
んど使われていなかったので、この機会に幅広い
年齢層の人たちを呼び込めるイベントや、他県か
ら移住して来てもらえるような施設などを作って
ほしいと思います。

そで ばやし ゆう さく

袖林 雄作さん（43歳、中沼）
　若手農業人で構成される雫石町農業振興青年
クラブ員などのチャレンジ精神が盛りたてられ、
雫石を積極的に発信できる場所となり、町がいい
方向に進むことを期待します。

たか はし る な

髙橋 瑠奈さん（36歳、極楽野）
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雫石町沼返１９-２
（七ツ森・丸谷地行政区）

●農業
●宿泊業・貸事務所
●レストラン・カフェ・浴場
●産直・コンビニ　●電力

エネルギープロダクト株式会社
　東京都
　丸山一孝代表取締役

●地域活性化と過疎化対策
●自立分散型地域社会創生
●防災防疫能力強化

●企業の初期投資総額４．４億円
●売上１．６億円
●利益０．３億円

●未利用の町有地・
　交流センターを徹底活用

▼
●プラント技術・再エネ技術・農
業技術・水処理技術

▼
●有機野菜農業による６次産業化
●移住者に職住一体としたコ
ミュニティを提供する（アパー
ト・ホテル）

配 置 計 画

施 設 概 要

イ ン タ ビ ュ ー

❻アパート
●各施設を運営する社員の宿舎
●移住希望者に移住しやすい環境を
提供

❹七ツ森地域交流センター
●レストランでは雫石牛や南部かしわ
などの料理を提供
●地元企業と連携し、食を活かしたイ
ベントなどで人の交流を促進

●ホテル利用者向けの食事や弁当、惣
菜の提供

●自社農場で生産した野菜や町内産
野菜の販売

❶❷農業ハウス
●農業ハウスではミニトマトなど通年栽培
●果樹山ではリンゴ、さくらんぼなどを無農薬栽培
●市場出荷の他、七ツ森地域交流センター内のレストランや産直でも販売・提供
●事業開始段階では町民を中心に農業従事者を雇用。移住意欲のある人材には、
　住居や職を提供

❾ホテル
●出張などのビジネス利用客や周辺レジャー客、冬季のスキー客の利用で人の滞留
を図る
●レストランと連携し宿泊客に高品質の食事を提供
●付帯設備として浴場、コインランドリーを整備

町有地のこれから
どう活用していく

町にとって真に必要な事業へ

いつ ？

ど こ で ？

何 を ？

だ れ が ？

何 の た め に ？

い く ら で ？

ど の よ う に ？

雫石町有地
活用プラン

❶❷農業ハウス
❸駐車場
❹七ツ森地域交流センター
❺果樹山
❻アパート
❼500kw太陽光発電所
❽50kw太陽光発電所
❾ホテル

❶

❽

❷

❸
❹

❺

❻

❼

❾

　町有地14ヘクタール活用プロジェクト開始から約10年以上を経て、新たな活用方法が示されました。町は
再生可能エネルギー事業を手掛ける、エネルギープロダクト株式会社（東京都 丸山一孝代表取締役）と地域活
性化に係る包括連携協定を締結。経済性の高い有機農業と、職住一体型による移住者の受け入れ機能を持た
せた利用を進めます。

　今回の特集を組むにあたり、町民の方々から「期待」と「不安」の生の声を改めて聞きました。今後進められる
地域活性化事業が町にとって真に必要なものとなり得るよう状況を注視していきます。

（イメージ）

（イメージ）
（イメージ）

特 14ヘクタールのこれから集

　人が来るかなと不安ですが、施設ができること
で町に人が集まってくれることを期待します。

なが さわ ゆう た ろう

長澤 裕太郎さん（28歳、安庭）
　他の市町村と比較して特産物の活用が少なく、
産直スーパーやレストランでの提供に期待してい
ます。アクセスしやすい立地条件を活かし、スキー
場や小岩井農場と協力して、どの年代にも楽しめ
るアウトドアイベントができたら良いと思います。

たけ だ とし お

武田 敏男さん（74歳、陽和郷）

　この七ツ森地域交流センターは建設以来ほと
んど使われていなかったので、この機会に幅広い
年齢層の人たちを呼び込めるイベントや、他県か
ら移住して来てもらえるような施設などを作って
ほしいと思います。

そで ばやし ゆう さく

袖林 雄作さん（43歳、中沼）
　若手農業人で構成される雫石町農業振興青年
クラブ員などのチャレンジ精神が盛りたてられ、
雫石を積極的に発信できる場所となり、町がいい
方向に進むことを期待します。

たか はし る な

髙橋 瑠奈さん（36歳、極楽野）
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令
和
３
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
12

月
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

５
件
、
補
正
予
算
７
件
、
そ
の
他
３
件
、
同
意
２

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
の
雫
石
町
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
制
定
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
12
人
が
登
壇
し
、
町
民
の
た
め

に
適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当

局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

雫
石
町
議
会
議
員
及
び
雫
石
町
長
の

選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町
議
会
議

員
及
び
町
長
の
選
挙
の
公
費
負
担
の
要
件
等
を
定

め
ま
し
た
。

雫
石
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

　
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
基
盤
を
構
築

す
る
う
え
で
、
上
下
水
道
経
営
審
議
会
か

ら
の
答
申
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
改
定
（
改
定

率
15
・
５
％
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

選挙公費負担の
種別・公費負担上限額等

選挙公費負担の種別 公費負担上限額等
選挙運動用自動車の使用

（一般運送契約・その他契約のいずれか）※１

☆供託物が没収される立候補者は公費負担が適用されない。

一般運送契約
（ハイヤー業者等）

【
横
手
議
員
】
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
事

前
調
査
謝
礼
は
、
日
本
在
住
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
を
招
い
て
、
外
国
人
が
観
光
を

楽
し
め
る
環
境
整
備
や
情
報
発
信
を
強
化
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
町
の
担
当
者
が
同

行
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
商
工
課
の
職
員

が
同
行
予
定
で
、
必
要
に
応
じ
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
い
き

た
い
。

64,500円/日

自動車借入契約
（レンタル） 15,800円/日

燃料供給契約 7,560円/日

運転者雇用契約 12,500円/日

選挙運動用ビラ

町長
（従前より対象）
町議会議員

（法改正により対象）

7円51銭/枚
町長5,000枚、町議1,600枚

選挙運動用
ポスター

作成枚数に
525円06銭×ポスター掲示場数＋310,500円
　　　 　ポスター掲示場数
を乗じた数 ※2

その他契約
（以下に掲げる区分に応じ、それぞれに定める金額）

※1　選挙運動用自動車の使用は、立候補者が指定する1台のみ対象
※2　現在の雫石町内のポスター掲示場数は98箇所

供託金※制度の導入
（公職選挙法による）

選挙種別 没　収　点供託金

50万円

15万円

有効投票総数÷10

（有効投票総数÷議員定数）÷10

○一般会計補正予算（第5号）

106億497万8千円

令和3年度一般会計補正予算

道の駅雫石あねっこの管理備品購入について議決

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）
108億1,819万円

（2億1,321万２千円）

○一般会計補正予算（第6号）

■主な補正予算の内訳

108億1,819万円

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）

109億3,285万5千円
（1億1,466万5千円）

・社会福祉政策推進事業（福祉灯油） 751万6千円
・インバウンド誘客事前調査謝礼 24万8千円
・雫石中学校修学旅行延期費用支援 361万3千円

・道の駅「雫石あねっこ」管理備品（厨房機器一式） 1,144万円
・道の駅「雫石あねっこ」管理備品（什器） 　　　  1,045万円

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

（
再
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

・
仁
佐
瀬
　
　
　
進 

氏
（
63
歳
）

　
任
期
　
令
和
３
年
12
月
18
日

　
　
　
　
〜
令
和
６
年
12
月
17
日

・
簗
　
場
　
弘
　
貴 

氏
（
57
歳
）

　
任
期
　
令
和
４
年
１
月
13
日

　
　
　
　
〜
令
和
７
年
１
月
12
日

人
事

雫
石
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
を
制
定

　
こ
れ
は
雫
石
町
議
会
議
員
と

し
て
守
る
べ
き
政
治
倫
理
の

基
準
を
定
め
た
も
の
で
、
議

員
は
常
に
役
割
及
び
責
任
を

自
覚
し
、
行
動
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

目 

的
　
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
し
、

主
権
者
た
る
町
民
の
信
託
に
応

え
、
も
っ
て
公
正
で
民
主
的
な

町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

主
な
政
治
倫
理
基
準

●
町
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、

人
格
の
向
上
及
び
倫
理
の
体
現

に
努
め
、
品
位
と
名
誉
を
損
な

う
行
為
を
慎
む

●
町
民
の
信
頼
を
損
な
う
よ
う
な

一
切
の
行
為
を
慎
む

●
地
位
を
利
用
し
て
不
正
に
金
品

を
授
受
し
な
い

新
た
に
制
定

に

さ

せ

す
す
む

や
な

ば

ひ
ろ

き

※供託金：無責任な立候補を防止するため、選挙に立候補する者が、納入しなければならない一
定の金額。得票数が一定数ないと没収される。

●
政
治
的
、
道
義
的
批
判
を
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
寄
附
を
受
け

な
い

●
町
等
が
行
う
工
事
等
に
関
し
、

不
正
又
は
不
当
な
働
き
か
け
を

し
な
い

●
町
の
職
員
の
採
用
、
昇
任
そ
の

他
人
事
に
関
し
て
不
当
に
関
与

し
な
い

●
誹
謗
中
傷
、
強
制
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
そ
の
他
人
権
侵
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い

12月定例会のあらまし

一
般
会
計
他
６
会
計
補
正
予
算
等
を
可
決

雫
石
町
議
会
議
員
及
び

雫
石
町
長
の
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
、

雫
石
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定

こ
こ
が
変
わ
る

QA 主
な
質
疑
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令
和
３
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
12

月
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

５
件
、
補
正
予
算
７
件
、
そ
の
他
３
件
、
同
意
２

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
の
雫
石
町
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
制
定
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
12
人
が
登
壇
し
、
町
民
の
た
め

に
適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当

局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

雫
石
町
議
会
議
員
及
び
雫
石
町
長
の

選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町
議
会
議

員
及
び
町
長
の
選
挙
の
公
費
負
担
の
要
件
等
を
定

め
ま
し
た
。

雫
石
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

　
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
基
盤
を
構
築

す
る
う
え
で
、
上
下
水
道
経
営
審
議
会
か

ら
の
答
申
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
改
定
（
改
定

率
15
・
５
％
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

選挙公費負担の
種別・公費負担上限額等

選挙公費負担の種別 公費負担上限額等
選挙運動用自動車の使用

（一般運送契約・その他契約のいずれか）※１

☆供託物が没収される立候補者は公費負担が適用されない。

一般運送契約
（ハイヤー業者等）

【
横
手
議
員
】
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
事

前
調
査
謝
礼
は
、
日
本
在
住
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
を
招
い
て
、
外
国
人
が
観
光
を

楽
し
め
る
環
境
整
備
や
情
報
発
信
を
強
化
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
町
の
担
当
者
が
同

行
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
商
工
課
の
職
員

が
同
行
予
定
で
、
必
要
に
応
じ
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
い
き

た
い
。

64,500円/日

自動車借入契約
（レンタル） 15,800円/日

燃料供給契約 7,560円/日

運転者雇用契約 12,500円/日

選挙運動用ビラ

町長
（従前より対象）
町議会議員

（法改正により対象）

7円51銭/枚
町長5,000枚、町議1,600枚

選挙運動用
ポスター

作成枚数に
525円06銭×ポスター掲示場数＋310,500円
　　　 　ポスター掲示場数
を乗じた数 ※2

その他契約
（以下に掲げる区分に応じ、それぞれに定める金額）

※1　選挙運動用自動車の使用は、立候補者が指定する1台のみ対象
※2　現在の雫石町内のポスター掲示場数は98箇所

供託金※制度の導入
（公職選挙法による）

選挙種別 没　収　点供託金

50万円

15万円

有効投票総数÷10

（有効投票総数÷議員定数）÷10

○一般会計補正予算（第5号）

106億497万8千円

令和3年度一般会計補正予算

道の駅雫石あねっこの管理備品購入について議決

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）
108億1,819万円

（2億1,321万２千円）

○一般会計補正予算（第6号）

■主な補正予算の内訳

108億1,819万円

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）

109億3,285万5千円
（1億1,466万5千円）

・社会福祉政策推進事業（福祉灯油） 751万6千円
・インバウンド誘客事前調査謝礼 24万8千円
・雫石中学校修学旅行延期費用支援 361万3千円

・道の駅「雫石あねっこ」管理備品（厨房機器一式） 1,144万円
・道の駅「雫石あねっこ」管理備品（什器） 　　　  1,045万円

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

（
再
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

・
仁
佐
瀬
　
　
　
進 

氏
（
63
歳
）

　
任
期
　
令
和
３
年
12
月
18
日

　
　
　
　
〜
令
和
６
年
12
月
17
日

・
簗
　
場
　
弘
　
貴 

氏
（
57
歳
）

　
任
期
　
令
和
４
年
１
月
13
日

　
　
　
　
〜
令
和
７
年
１
月
12
日

人
事

雫
石
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
を
制
定

　
こ
れ
は
雫
石
町
議
会
議
員
と

し
て
守
る
べ
き
政
治
倫
理
の

基
準
を
定
め
た
も
の
で
、
議

員
は
常
に
役
割
及
び
責
任
を

自
覚
し
、
行
動
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

目 

的
　
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
し
、

主
権
者
た
る
町
民
の
信
託
に
応

え
、
も
っ
て
公
正
で
民
主
的
な

町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

主
な
政
治
倫
理
基
準

●
町
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、

人
格
の
向
上
及
び
倫
理
の
体
現

に
努
め
、
品
位
と
名
誉
を
損
な

う
行
為
を
慎
む

●
町
民
の
信
頼
を
損
な
う
よ
う
な

一
切
の
行
為
を
慎
む

●
地
位
を
利
用
し
て
不
正
に
金
品

を
授
受
し
な
い

新
た
に
制
定

に

さ

せ

す
す
む

や
な

ば

ひ
ろ

き

※供託金：無責任な立候補を防止するため、選挙に立候補する者が、納入しなければならない一
定の金額。得票数が一定数ないと没収される。

●
政
治
的
、
道
義
的
批
判
を
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
寄
附
を
受
け

な
い

●
町
等
が
行
う
工
事
等
に
関
し
、

不
正
又
は
不
当
な
働
き
か
け
を

し
な
い

●
町
の
職
員
の
採
用
、
昇
任
そ
の

他
人
事
に
関
し
て
不
当
に
関
与

し
な
い

●
誹
謗
中
傷
、
強
制
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
そ
の
他
人
権
侵
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い

12月定例会のあらまし

一
般
会
計
他
６
会
計
補
正
予
算
等
を
可
決

雫
石
町
議
会
議
員
及
び

雫
石
町
長
の
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
、

雫
石
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定

こ
こ
が
変
わ
る

QA 主
な
質
疑
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令
和
３
年
第
８
回
臨
時
会
｜
11
月
12
日

　
令
和
３
年
第
８
回
臨
時
会
が
11
月
12
日
開
か
れ
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
地
域
産

業
経
済
支
援
６
０
１
８
万
５
千
円
の
追
加
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
10
回
臨
時
会
が
12
月
21
日
開
か
れ
、
雫
石
町
消
防
団
第
５
分
団
第
５
部
屯
所
建
築
工
事
の
変
更
契
約
の

締
結
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
支
援
事

業
１
億
２
５
３
万
５
千
円
の
追
加
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○一般会計補正予算（第４号）

〇令和 3年産主要品種概算金一覧（JA米単価） （30kgあたり）

【
杉
澤
議
員
】
コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
、
今
回
の
補
正
金
額
は
１
６
５
６

万
９
千
円
で
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
の
こ
れ
ま

で
の
交
付
額
は
い
く
ら
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】
８
月
に
補
正
金
額
１
億

２
０
０
２
万
８
千
円
を
計
上
し
、
今
回
の
補

正
金
額
を
含
め
交
付
金
額
の
合
計
は
１
億
３
６
５

９
万
７
千
円
と
な
る
。

【
古
舘
議
員
】
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
米
の
概
算

金
は
４
４
０
０
円
。
２
年
度
は
５
７
０
０
円

で
あ
っ
た
の
で
１
３
０
０
円
の
大
幅
な
下
落
と

な
っ
た
。
こ
の
米
価
下
落
は
町
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
県
、
国
の
問
題
で
も
あ
る
。Ｊ
Ａ
、
県
、
国

の
支
援
の
動
向
は
ど
う
か
。

【
農
林
課
長
】Ｊ
Ａ
は
出
荷
し
た
分
に
つ
い
て

の
支
援
を
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
県
や
国

に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
下
落
分
へ
の
支
援
は
な
い

が
、
国
の
米
政
策
に
お
い
て
、
米
価
を
維
持
す
る
た

め
に
転
作
を
推
奨
し
て
い
る
。
主
食
用
米
の
面
積

を
毎
年
減
ら
し
て
支
援
の
厚
い
飼
料
用
米
を
増
や

す
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

105億4,479万3千円

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）
106億497万8千円
（6,018万5千円）

令
和
３
年
第
10
回
臨
時
会
｜
12
月
21
日

○一般会計補正予算（第7号）

109億3,285万5千円

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）
110億3,539万円

（1億253万5千円）

第
８
回
臨
時
会

【
西
田
議
員
】
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
給
付
基
準
日
の
９
月
30
日
以
降

に
離
婚
し
た
場
合
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者
が
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
、
町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

【
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
長
】
児
童
手
当
の

制
度
を
活
用
し
て
給
付
を
行
う
も
の
で
、
基

準
日
以
降
に
口
座
変
更
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
次
の
児
童
手
当
の
給
付
分
か
ら
変
更
し

た
口
座
へ
振
り
込
む
こ
と
と
な
る
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
と
は

　
国
で
は
昨
年
11
月
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た

ち
に
「
１
人
当
た
り
10
万
円
を
迅
速
に
支
給
す

る
」
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
一
定
の
所
得
制

限
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
子
育
て
世
帯

に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
当
初
は
国
の
方
針
に
基
づ
き
現
金
５
万
円
、

さ
ら
に
ク
ー
ポ
ン
券
で
５
万
円
、
合
わ
せ
て
10

万
円
分
の
給
付
と
い
う
内
容
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
全
国
自
治
体
の
事
務
経
費
が
か
か
り

す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
、「
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
自
治
体
判
断
で
現
金
一
括
給
付
を
す
る

こ
と
も
可
能
」
と
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
、

町
で
は
よ
り
早
く
対
象
者
の
方
々
に
支
給
す

る
た
め
に
現
金
で
10
万
円
一
括
支
給
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

第
10
回
臨
時
会

議会報告会を開催します
　議会活動の状況等を町民の皆さんに直接報
告するとともに、議会活動への意見や提言をい
ただくことを目的に「議会報告会」を開催します。

と　き　２月12日（土） 13時30分～15時
 　　　（13時から受付開始）
ところ　雫石町中央公民館　２階　大会議室
対象者　町民及び町内に勤務する人

※新型コロナウイルス感染症の予防対策を徹底して開催しますが、密接・密集を回避するため人数制限をする場合があります。
○感染状況によって中止する場合もあります。詳しくは町ホームページをご確認ください。

1等
2等
3等

1等

4,750
4,250
3,750

概算金

5,250

350
350
350

概算控除額
JA新いわて 参考：支払概算金

350

4,400
3,900
3,400

支払概算金

4,900

5,700
5,200
4,700

2年産

6,050

6,150
5,650
5,150

元年産

6,650

等級銘柄

あきたこまち

銀河のしずく
タンパク基準値
7.3以内（ ）

主
な
質
疑

QAQA

主
な
質
疑

QA

注1　概算金には消費税を含む。 将来的に心配な米政策

新たな防災拠点となる
第5分団第5部屯所（小松）

将来を担う子どもたちは町の宝

令和３年第８回雫石町議会臨時会｜議決結果等一覧　会期：11月12日（金）

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

坂
下
栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

議 案
第 1 号 令和３年度雫石町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※加藤議長は採決には加わりません。

令和３年第９回雫石町議会12月定例会｜議決結果等一覧　会期：12月３日（金）～12月13日（月）

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

坂
下
栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

議 案
第 5 号 雫石町水道事業給水条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 6 号 令和３年度雫石町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 7 号 令和３年度雫石町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 8 号 令和３年度雫石町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
（追 加）
議　 案
第 15 号

令和３年度雫石町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※加藤議長は採決には加わりません。その他の議案、同意については全議員が賛成しました。
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令
和
３
年
第
８
回
臨
時
会
｜
11
月
12
日

　
令
和
３
年
第
８
回
臨
時
会
が
11
月
12
日
開
か
れ
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
地
域
産

業
経
済
支
援
６
０
１
８
万
５
千
円
の
追
加
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
10
回
臨
時
会
が
12
月
21
日
開
か
れ
、
雫
石
町
消
防
団
第
５
分
団
第
５
部
屯
所
建
築
工
事
の
変
更
契
約
の

締
結
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
支
援
事

業
１
億
２
５
３
万
５
千
円
の
追
加
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○一般会計補正予算（第４号）

〇令和 3年産主要品種概算金一覧（JA米単価） （30kgあたり）

【
杉
澤
議
員
】
コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
、
今
回
の
補
正
金
額
は
１
６
５
６

万
９
千
円
で
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
の
こ
れ
ま

で
の
交
付
額
は
い
く
ら
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】
８
月
に
補
正
金
額
１
億

２
０
０
２
万
８
千
円
を
計
上
し
、
今
回
の
補

正
金
額
を
含
め
交
付
金
額
の
合
計
は
１
億
３
６
５

９
万
７
千
円
と
な
る
。

【
古
舘
議
員
】
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
米
の
概
算

金
は
４
４
０
０
円
。
２
年
度
は
５
７
０
０
円

で
あ
っ
た
の
で
１
３
０
０
円
の
大
幅
な
下
落
と

な
っ
た
。
こ
の
米
価
下
落
は
町
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
県
、
国
の
問
題
で
も
あ
る
。Ｊ
Ａ
、
県
、
国

の
支
援
の
動
向
は
ど
う
か
。

【
農
林
課
長
】Ｊ
Ａ
は
出
荷
し
た
分
に
つ
い
て

の
支
援
を
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
県
や
国

に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
下
落
分
へ
の
支
援
は
な
い

が
、
国
の
米
政
策
に
お
い
て
、
米
価
を
維
持
す
る
た

め
に
転
作
を
推
奨
し
て
い
る
。
主
食
用
米
の
面
積

を
毎
年
減
ら
し
て
支
援
の
厚
い
飼
料
用
米
を
増
や

す
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

105億4,479万3千円

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）
106億497万8千円
（6,018万5千円）

令
和
３
年
第
10
回
臨
時
会
｜
12
月
21
日

○一般会計補正予算（第7号）

109億3,285万5千円

補正前の額 補正後予算額
（補正予算額）
110億3,539万円

（1億253万5千円）

第
８
回
臨
時
会

【
西
田
議
員
】
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
給
付
基
準
日
の
９
月
30
日
以
降

に
離
婚
し
た
場
合
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者
が
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
、
町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

【
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
長
】
児
童
手
当
の

制
度
を
活
用
し
て
給
付
を
行
う
も
の
で
、
基

準
日
以
降
に
口
座
変
更
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
次
の
児
童
手
当
の
給
付
分
か
ら
変
更
し

た
口
座
へ
振
り
込
む
こ
と
と
な
る
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
と
は

　
国
で
は
昨
年
11
月
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た

ち
に
「
１
人
当
た
り
10
万
円
を
迅
速
に
支
給
す

る
」
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
一
定
の
所
得
制

限
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
子
育
て
世
帯

に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
当
初
は
国
の
方
針
に
基
づ
き
現
金
５
万
円
、

さ
ら
に
ク
ー
ポ
ン
券
で
５
万
円
、
合
わ
せ
て
10

万
円
分
の
給
付
と
い
う
内
容
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
全
国
自
治
体
の
事
務
経
費
が
か
か
り

す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
、「
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
自
治
体
判
断
で
現
金
一
括
給
付
を
す
る

こ
と
も
可
能
」
と
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
、

町
で
は
よ
り
早
く
対
象
者
の
方
々
に
支
給
す

る
た
め
に
現
金
で
10
万
円
一
括
支
給
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

第
10
回
臨
時
会

議会報告会を開催します
　議会活動の状況等を町民の皆さんに直接報
告するとともに、議会活動への意見や提言をい
ただくことを目的に「議会報告会」を開催します。

と　き　２月12日（土） 13時30分～15時
 　　　（13時から受付開始）
ところ　雫石町中央公民館　２階　大会議室
対象者　町民及び町内に勤務する人

※新型コロナウイルス感染症の予防対策を徹底して開催しますが、密接・密集を回避するため人数制限をする場合があります。
○感染状況によって中止する場合もあります。詳しくは町ホームページをご確認ください。

1等
2等
3等

1等

4,750
4,250
3,750

概算金

5,250

350
350
350

概算控除額
JA新いわて 参考：支払概算金

350

4,400
3,900
3,400

支払概算金

4,900

5,700
5,200
4,700

2年産

6,050

6,150
5,650
5,150

元年産

6,650

等級銘柄

あきたこまち

銀河のしずく
タンパク基準値
7.3以内（ ）

主
な
質
疑

QAQA

主
な
質
疑

QA

注1　概算金には消費税を含む。 将来的に心配な米政策

新たな防災拠点となる
第5分団第5部屯所（小松）

将来を担う子どもたちは町の宝

令和３年第10回雫石町議会臨時会｜議決結果等一覧　会期：12月21日（火）

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

坂
下
栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

議 案
第 1 号 令和３年度雫石町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※加藤議長は採決には加わりません。
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ここが
聞きたい

町政を問う
12議員が質問一般質問

一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

埋設ダイオキシンの撤去は12
ページ

質問者／西田征洋 議員
にし だ まさ ひろ

水田多角的利用技術の革新による
農山村の政策の構築は12

ページ

新型コロナワクチン
接種証明書の活用を12

ページ

鳥獣、特にイノシシ対策の強化を　14
ページ

まちなかへの居住誘導の方法は14
ページ

ヤングケアラーの実態調査結果は16
ページ

少子化に歯止めをかける方策を16
ページ

県独自の緊急事態宣言、町の評価は14
ページ

合宿誘致の取り組み状況は16
ページ

メタボ、7年連続
県内ワースト1位の対策は18

ページ

米価下落による米農家への支援は18
ページ

米価下落の町経済への影響は18
ページ

質問者／大村昭東 議員
おお むらしょうとう

質問者／金子一男 議員
かね こ かず お

質問者／上野三四二 議員
のうわ み よ じ

質問者／杉澤敏明 議員
すぎ さわ とし あき

質問者／幅　秀哉 議員
はば ひで や

質問者／徳田幸男 議員
とく た ゆき お

質問者／古舘謙護 議員
ふる だて けん ご

質問者／横手寿明 議員
よこ て とし あき

質問者／坂井尚樹 議員
さか い なお き

質問者／岡本忠美 議員
おか もと ただ み

質問者／堂前義信 議員
どう ぜん よし のぶ

議会の招集と会期
※町議会の会議には、定例会 と 臨時会 があります。
定例会は、町民の皆さんの生活に深いかかわりのある町政の方針や予算、条例などを審議します。 
臨時会は、必要があるときに開かれます。
会議は、町長が招集することとなっています。

　定例会は、年4回（原則、3月、6月、9月、12月）開かれます。
　また、議長を除く15 人の議員により 3 月定例会で予算特別委員会、９月定例会では決算特別委員会を設
置し、予算・決算の審議をします。
　会期は、招集日の会議で決められます。
　令和3年の定例会は次のとおりでした。
　　　第2回　令和3年2月25日～3月17日（予算特別委員会）
　　　第3回　令和3年6月4日～6月15日
　　　第6回　令和3年9月1日～9月17日（決算特別委員会）
　　　第9回　令和3年12月3日～12月13日

１ 定例会

　令和3年の臨時会は次のとおりでした。
　　　第1回 令和3年2月3日  令和2年度雫石町一般会計補正予算
　　　第4回 令和3年7月20日    町道雫石環状線新用ノ沢橋梁補修工事の請負契約の締結に関し議決

を求めることについて等
　　　第5回 令和3年8月6日  令和3年度雫石町一般会計補正予算
　　　第7回 令和3年9月30日  議長辞職の件等
　　　第8回 令和3年11月12日  令和3年度雫石町一般会計補正予算
　　　第10回 令和3年12月21日  令和3年度雫石町一般会計補正予算等

2 臨時会
議会の招集と会期

№2教えて、
議会のこと！

特 集
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ここが
聞きたい

町政を問う
12議員が質問一般質問

一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

埋設ダイオキシンの撤去は12
ページ

質問者／西田征洋 議員
にし だ まさ ひろ

水田多角的利用技術の革新による
農山村の政策の構築は12

ページ

新型コロナワクチン
接種証明書の活用を12

ページ

鳥獣、特にイノシシ対策の強化を　14
ページ

まちなかへの居住誘導の方法は14
ページ

ヤングケアラーの実態調査結果は16
ページ

少子化に歯止めをかける方策を16
ページ

県独自の緊急事態宣言、町の評価は14
ページ

合宿誘致の取り組み状況は16
ページ

メタボ、7年連続
県内ワースト1位の対策は18

ページ

米価下落による米農家への支援は18
ページ

米価下落の町経済への影響は18
ページ

質問者／大村昭東 議員
おお むらしょうとう

質問者／金子一男 議員
かね こ かず お

質問者／上野三四二 議員
のうわ み よ じ

質問者／杉澤敏明 議員
すぎ さわ とし あき

質問者／幅　秀哉 議員
はば ひで や

質問者／徳田幸男 議員
とく た ゆき お

質問者／古舘謙護 議員
ふる だて けん ご

質問者／横手寿明 議員
よこ て とし あき

質問者／坂井尚樹 議員
さか い なお き

質問者／岡本忠美 議員
おか もと ただ み

質問者／堂前義信 議員
どう ぜん よし のぶ

議会の招集と会期
※町議会の会議には、定例会 と 臨時会 があります。
定例会は、町民の皆さんの生活に深いかかわりのある町政の方針や予算、条例などを審議します。 
臨時会は、必要があるときに開かれます。
会議は、町長が招集することとなっています。

　定例会は、年4回（原則、3月、6月、9月、12月）開かれます。
　また、議長を除く15 人の議員により 3 月定例会で予算特別委員会、９月定例会では決算特別委員会を設
置し、予算・決算の審議をします。
　会期は、招集日の会議で決められます。
　令和3年の定例会は次のとおりでした。
　　　第2回　令和3年2月25日～3月17日（予算特別委員会）
　　　第3回　令和3年6月4日～6月15日
　　　第6回　令和3年9月1日～9月17日（決算特別委員会）
　　　第9回　令和3年12月3日～12月13日

１ 定例会

　令和3年の臨時会は次のとおりでした。
　　　第 1回 令和3年2月3日  令和2年度雫石町一般会計補正予算
　　　第4回 令和3年7月20日    町道雫石環状線新用ノ沢橋梁補修工事の請負契約の締結に関し議決

を求めることについて等
　　　第5回 令和3年8月6日  令和3年度雫石町一般会計補正予算
　　　第7回 令和3年9月30日  議長辞職の件等
　　　第8回 令和3年11月12日  令和3年度雫石町一般会計補正予算
　　　第10回 令和3年12月21日  令和3年度雫石町一般会計補正予算等

2 臨時会
議会の招集と会期

№2教えて、
議会のこと！

特 集
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

撤
去
は

　
　早
急
に
問
題
解
決
を

要
望旧

営
林
署
に
よ
る
町
内
国
有
林
に
埋
め
た
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
除
草
剤
の
撤
去
を
ど
う

実
現
す
る
の
か
。

東
北
森
林
管
理
局
に
撤
去
責
任
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
完
全
撤
去
の
実
施
を
継
続
要
望
し
て

い
く
。

子
育
て
世
代
へ
の
待
遇
改
善
を

子
ど
も
へ
の
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
課
税

の
免
除
や
、
小
中
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
分
を
全
額
補
助
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
待
遇
改
善

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
子
ど
も
の
均
等
割

免
除
の
在
り
方
は
他
の
保
険
制
度
と
の
整
合

性
を
図
り
つ
つ
、
国
の
制
度
と
し
確
立
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
独
自
に
軽
減
措
置
を
設
け
る
考
え
は

な
い
。
ま
た
、
給
食
費
の
全
額
補
助
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
半
額
補
助
で
町
の
学
校
給
食
に
係
る
負
担
額

は
約
１
億
４
０
０
万
円
と
相
当
な
経
費
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
が
全
額
補
助
す
る
考
え
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

電
気
柵
設
置
補
助
の
拡
充
を

有
害
鳥
獣
対
策
の
電
気
柵
設
置
補
助
に
つ
い

て
、
１
世
帯
１
回
に
限
ら
ず
、
設
置
を
希
望

す
る
方
に
継
続
補
助
し
て
は
。

平
成
27
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の
補
助
申
請
件
数

は
１
４
６
件
と
な
っ
て
お
り
町
内
の
農
家
数

の
13
％
程
度
と
な
っ

て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
は
現
在
、
御

明
神
地
区
、
西
山
地

区
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
当
面
は
新

規
の
申
請
に
限
定

し
、
広
く
町
内
に
普

及
、
定
着
さ
せ
て
い

き
た
い
。

水
田
多
角
的
利
用
技
術
の
革
新
に

よ
る
農
山
村
の
政
策
の
構
築
は

質
問
者
／
大
村
昭
東 

議
員

お
お
む
ら
し
ょ
う
と
う

　
　田
畑
の
輪
作
促
進
、就
農
者

支
援
な
ど
で
農
山
村
社
会
を
構
築

米
価
下
落
な
ど
で
，
離
農
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。
農
山
村
の
持
続
可
能
性
を
展
望
し
、
水

田
の
多
角
的
利
用
技
術
の
革
新
に
よ
り
生
産
性
を
向

上
し
、
小
規
模
農
家
な
ど
の
支
援
強
化
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
農
業
、
農
山
村
政
策
を
構
築

す
る
の
か
。土

地
利
用
型
作
物
で
水
田
、
畑
作
の
輪
作
を

促
進
す
る
。
ほ
場
大
区
画
化
、
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
、
就
農
者
支
援
な
ど
で
持
続
的
な
農
山
村
社

会
を
構
築
す
る
。

補
助
金
、委
託
料
の
人
件
費
の
指
導
監

督
強
化
は

補
助
金
、委
託
料
の
人
件
費
に
つ
い
て
、法
人
、

組
織
団
体
の
指
導
監
督
強
化
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

補
助
金
の
交
付
要
領
で
活
動
内
容
や
目
的
を

再
点
検
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
人
件
費
積

算
は
根
拠
を
示
す
指
示
を
し
て
い
る
。

学
び
を
通
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち

づ
く
り
の
事
業
実
施
は

第
３
次
雫
石
町
総
合
計
画
政
策
大
綱
の
「
学

び
を
通
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
」
実

現
の
た
め
の
具
体
的
事
務
事
業
の
実
施
は
。

教
員
の
授
業
力
向
上
、
豊
か
な
心
の
育
成
、

不
登
校
、
い
じ
め
防
止
対
策
、
健
全
な
食
生

活
の
実
施
、
保
健

指
導
の
充
実
、
基

礎
体
力
の
向
上
、

地
域
と
の
協
働

に
よ
る
学
校
づ

く
り
を
実
施
し

て
い
く
。

か
ね

こ
か
ず
お

質
問
者
／
金
子
一
男 

議
員

質
問
者
／
西
田
征
洋 

議
員

に
し

だ

ま
さ
ひ
ろ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
証
明
書
の
活
用
を

　
　特
典
や
サ
ー
ビ
ス
等
は

考
え
て
い
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
活
用
を

町
は
ど
う
検
討
し
て
い
る
か
。

予
防
接
種
済
証
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
も
病

院
や
施
設
等
で
の
入
所
者
へ
の
面
会
時
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
典
や
サ
ー

ビ
ス
等
に
利
用
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
町
で
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。

農
業
振
興
は

農
地
大
区
画
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況
と
令
和

４
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

整
備
事

業
を
進

め
る
上
で
担
い

手
の
状
況
や
課

題
対
策
を
行

い
、
令
和
３
年

８
月
末
に
県
に

対
し
合
意
形
成

事
業
の
予
算
要

望
を
行
っ
た
。

営
農
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
向
け
農

地
の
集
積
、
集

約
化
、
ほ
場
整

備
、
ス
マ
ー
ト

農
業
、Ｉ
Ｔ
技

術
の
導
入
、
高

収
益
作
物
の
生

産
に
よ
る
高
付

加
価
値
化
の
推
進
な
ど
に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

主
食
用
米
生
産
農
家
が
飼
料
用
米
等
の
生
産

へ
切
り
替
え
る
際
、
新
た
な
支
援
は
あ
る
か
。

飼
料
用
米
は
主
食
用
米
と
同
等
の
技
術
や
機

械
設
備
で
生
産
が
可
能
で
あ
り
、
経
費
負
担

が
な
く
最
も
取
り
組
み
や
す
い
転
作
作
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
支
援
は
不
要
で
あ
る
。

し
ん
ち
ょ
く

QQ AAQA 町  

長
町として他と比べ、
より特色ある子育て
改善（目玉施策）がほ
しい。

QAQQ AA 町  

長
補助金や委託料、児童
館等指定管理施設のガ
バナンス、公金取り扱
い指導監督強化せよ。

農家の収入を上げる
力になりたい。
町としての取り組みは。

新規導入農家に支援している電気柵

地域と協働で豊かな心を育む学校づくり

QAQAQA 町  

長

地区民との協議が始まっている大区画ほ場整備
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

撤
去
は

　
　早
急
に
問
題
解
決
を

要
望旧

営
林
署
に
よ
る
町
内
国
有
林
に
埋
め
た
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
除
草
剤
の
撤
去
を
ど
う

実
現
す
る
の
か
。

東
北
森
林
管
理
局
に
撤
去
責
任
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
完
全
撤
去
の
実
施
を
継
続
要
望
し
て

い
く
。

子
育
て
世
代
へ
の
待
遇
改
善
を

子
ど
も
へ
の
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
課
税

の
免
除
や
、
小
中
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
分
を
全
額
補
助
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
待
遇
改
善

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
子
ど
も
の
均
等
割

免
除
の
在
り
方
は
他
の
保
険
制
度
と
の
整
合

性
を
図
り
つ
つ
、
国
の
制
度
と
し
確
立
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
独
自
に
軽
減
措
置
を
設
け
る
考
え
は

な
い
。
ま
た
、
給
食
費
の
全
額
補
助
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
半
額
補
助
で
町
の
学
校
給
食
に
係
る
負
担
額

は
約
１
億
４
０
０
万
円
と
相
当
な
経
費
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
が
全
額
補
助
す
る
考
え
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

電
気
柵
設
置
補
助
の
拡
充
を

有
害
鳥
獣
対
策
の
電
気
柵
設
置
補
助
に
つ
い

て
、
１
世
帯
１
回
に
限
ら
ず
、
設
置
を
希
望

す
る
方
に
継
続
補
助
し
て
は
。

平
成
27
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の
補
助
申
請
件
数

は
１
４
６
件
と
な
っ
て
お
り
町
内
の
農
家
数

の
13
％
程
度
と
な
っ

て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
は
現
在
、
御

明
神
地
区
、
西
山
地

区
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
当
面
は
新

規
の
申
請
に
限
定

し
、
広
く
町
内
に
普

及
、
定
着
さ
せ
て
い

き
た
い
。

水
田
多
角
的
利
用
技
術
の
革
新
に

よ
る
農
山
村
の
政
策
の
構
築
は

質
問
者
／
大
村
昭
東 

議
員

お
お
む
ら
し
ょ
う
と
う

　
　田
畑
の
輪
作
促
進
、就
農
者

支
援
な
ど
で
農
山
村
社
会
を
構
築

米
価
下
落
な
ど
で
，
離
農
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。
農
山
村
の
持
続
可
能
性
を
展
望
し
、
水

田
の
多
角
的
利
用
技
術
の
革
新
に
よ
り
生
産
性
を
向

上
し
、
小
規
模
農
家
な
ど
の
支
援
強
化
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
農
業
、
農
山
村
政
策
を
構
築

す
る
の
か
。土

地
利
用
型
作
物
で
水
田
、
畑
作
の
輪
作
を

促
進
す
る
。
ほ
場
大
区
画
化
、
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
、
就
農
者
支
援
な
ど
で
持
続
的
な
農
山
村
社

会
を
構
築
す
る
。

補
助
金
、委
託
料
の
人
件
費
の
指
導
監

督
強
化
は

補
助
金
、委
託
料
の
人
件
費
に
つ
い
て
、法
人
、

組
織
団
体
の
指
導
監
督
強
化
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

補
助
金
の
交
付
要
領
で
活
動
内
容
や
目
的
を

再
点
検
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
人
件
費
積

算
は
根
拠
を
示
す
指
示
を
し
て
い
る
。

学
び
を
通
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち

づ
く
り
の
事
業
実
施
は

第
３
次
雫
石
町
総
合
計
画
政
策
大
綱
の
「
学

び
を
通
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
」
実

現
の
た
め
の
具
体
的
事
務
事
業
の
実
施
は
。

教
員
の
授
業
力
向
上
、
豊
か
な
心
の
育
成
、

不
登
校
、
い
じ
め
防
止
対
策
、
健
全
な
食
生

活
の
実
施
、
保
健

指
導
の
充
実
、
基

礎
体
力
の
向
上
、

地
域
と
の
協
働

に
よ
る
学
校
づ

く
り
を
実
施
し

て
い
く
。

か
ね

こ
か
ず
お

質
問
者
／
金
子
一
男 

議
員

質
問
者
／
西
田
征
洋 

議
員

に
し

だ

ま
さ
ひ
ろ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
証
明
書
の
活
用
を

　
　特
典
や
サ
ー
ビ
ス
等
は

考
え
て
い
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
活
用
を

町
は
ど
う
検
討
し
て
い
る
か
。

予
防
接
種
済
証
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
も
病

院
や
施
設
等
で
の
入
所
者
へ
の
面
会
時
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
特
典
や
サ
ー

ビ
ス
等
に
利
用
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
町
で
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。

農
業
振
興
は

農
地
大
区
画
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況
と
令
和

４
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

整
備
事

業
を
進

め
る
上
で
担
い

手
の
状
況
や
課

題
対
策
を
行

い
、
令
和
３
年

８
月
末
に
県
に

対
し
合
意
形
成

事
業
の
予
算
要

望
を
行
っ
た
。

営
農
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
向
け
農

地
の
集
積
、
集

約
化
、
ほ
場
整

備
、
ス
マ
ー
ト

農
業
、Ｉ
Ｔ
技

術
の
導
入
、
高

収
益
作
物
の
生

産
に
よ
る
高
付

加
価
値
化
の
推
進
な
ど
に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

主
食
用
米
生
産
農
家
が
飼
料
用
米
等
の
生
産

へ
切
り
替
え
る
際
、
新
た
な
支
援
は
あ
る
か
。

飼
料
用
米
は
主
食
用
米
と
同
等
の
技
術
や
機

械
設
備
で
生
産
が
可
能
で
あ
り
、
経
費
負
担

が
な
く
最
も
取
り
組
み
や
す
い
転
作
作
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
支
援
は
不
要
で
あ
る
。

し
ん
ち
ょ
く

QQ AAQA 町  

長
町として他と比べ、
より特色ある子育て
改善（目玉施策）がほ
しい。

QAQQ AA 町  

長
補助金や委託料、児童
館等指定管理施設のガ
バナンス、公金取り扱
い指導監督強化せよ。

農家の収入を上げる
力になりたい。
町としての取り組みは。

新規導入農家に支援している電気柵

地域と協働で豊かな心を育む学校づくり

QAQAQA 町  

長

地区民との協議が始まっている大区画ほ場整備
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

鳥
獣
、特
に
イ
ノ
シ
シ

対
策
の
強
化
を

　
　「
防
御
」と「
捕
獲
」の
取
り
組
み
を

柱
と
し
て
被
害
の
減
少
と
捕
獲
を
強
化

鳥
獣
と
共
生
す
る
環
境
を
提
唱
す
る
町
民
が

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ノ
シ

シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
甚
大
で
あ
り
、
人
命

危
機
も
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
駆
除
を
強
化
徹

底
で
き
な
い
か
。

「
防
御
」と「
捕
獲
」

に
よ
り
、
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
対
策
は
効
果

を
上
げ
て
い
る
。
よ
り

効
果
の
大
き
い
地
域
ぐ
る
み
の
被
害
対
策
の
取
り
組

み
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
の
指
導
・
支
援
を
行
い

農
作
物
被
害
の
減
少
と
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
強
化

の
徹
底
を
す
る
。

米
価
下
落
に
よ
る
農
業
支
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

新
米
価
格
は
下
落
し
、農
家
の
方
々
か
ら
「
何

と
か
助
け
て
く
れ
」
等
と
い
う
切
実
な
声
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
交
付

金
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
交
付

金
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
農
家
等
か
ら
意
見
を
聞
い

て
、
何
ら
か
の
形
で
支
援
策
を
考
え
た
い
。

感
染
対
策
と
地
域
経
済
の
落
ち
込
み

へ
の
支
援
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
６
波
に

向
け
て
、感
染
対
策
と
地
域
経
済
へ
の
落
ち
込

み
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

国
は
、「
医
療
提
供
体
制
の
強
化
」
等
４
つ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
国
の
対
策
を
踏

ま
え
、
追
加
接
種
を
進
め
る
と
と
も
に
、
広
報
等
で

注
意
喚
起
を
行
う
。

　
ま
た
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時

代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
施
策
を
活
用
し
た
支
援
を
迅
速
に
行
う
。

ま
ち
な
か
へ
の
居
住
誘

導
の
方
法
は

質
問
者
／
杉
澤
敏
明 

議
員

す
ぎ
さ
わ
と
し
あ
き

　
　
現
時
点
で
は
具
体
化
し
た
施

策
は
な
い
が
届
出
の
制
度
化
を
検
討

生
活
基
盤
の
整
っ
た
ま
ち
な
か
へ
誘
導
や
住
宅

の
提
供
は
。

現
時
点
で
具
体
化
し
た
施
策
は
な
い
が
、
開

発
及
び
建
築
行
為
が
居
住
誘
導
を
妨
げ
な
い

か
把
握
す
る
た
め
、
届
出
の
制
度
化
を
検
討
す
る
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
集
約
さ
れ
た
生
活
中

心
拠
点
形
成
の
具
体
的
な
方
法
は
。

各
種
施
設
の
整
備
を
把
握
す
る
た
め
、
届
出

の
制
度
化
を
検
討
し
、
問
題
や
支
障
が
生
じ

る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
の

土
地
の
取
得
に
つ
い
て
調
整
を
行
う
。
開
発
行
為
自

体
を
中
止
す
る
よ
う
調
整
及
び
勧
告
を
行
う
な
ど
の

措
置
を
検
討
す
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
経
済
対
策
は
。

こ
れ
ま
で
感
染
予
防
対
策
の
ほ
か
、
観
光
業
・

飲
食
業
に
対
す
る
地
域
経
済
活
動
支
援
、
農

林
畜
産
業
に
対
す
る
事
業
継
続
支
援
等
を
予
算
計
上

し
て
き
た
。

　
追
加
交
付
さ
れ
る
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
地
域
経

済
活
動
を
支
え
る
分
野
ご
と
の
対
策
を
検
討
す
る
。

ふ
る
だ
て
け
ん
ご

質
問
者
／
古
舘
謙
護 

議
員

質
問
者
／
上
野
三
四
二 

議
員

う
わ

の

み

よ

じ

県
独
自
の
緊
急
事
態

宣
言
、町
の
評
価
は

　
　
感
染
拡
大
を
抑
制
で

き
た８

月
12
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
発
令
し
た
岩

手
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
町
で

は
社
会
教
育
施
設
・
体
育
施
設
の
利
用
規
制
を
実
施

し
、
地
域
で
は
催
事
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
取

り
組
ん
だ
が
町
の
評
価
は
。

宣
言
に
は
県
民
に
対
し
感
染
対
策
の
再
徹
底

と
不
要
不
急
の
外
出
の
抑
制
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
働
き
か
け
る
効
果
が
あ
り
、
他
の
都
道
府
県

と
比
較
し
て
も
感
染
拡
大
を
抑
制
で
き
た
と
評
価
し

て
い
る
。ワ

ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
に
対
し
、
町
の
医
療

体
制
は
充
分
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

随
時
、
町
内
医
療
機
関
の
医
師
の
意
見
を
聞

き
、
各
医
療
機
関
が
接
種
し
や
す
い
環
境
に

配
慮
し
進
め
て
い
く
。

防
災
マ
ッ
プ
の
修
正
を

令
和
３
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正

さ
れ
た
が
、
全
戸
配
布
し
た
町
の
防
災
マ
ッ
プ

は
改
正
前
の
内
容
の
た
め
、修
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
12
月
中
旬
頃
に
火
山
活
動
に
お
け

る
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
避
難
情
報
に
つ
い
て

変
更
と
な
る
情
報
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
表
を
待
っ

て
防
災
マ
ッ
プ
等
の
避
難
情
報
の
修
正
に
取
り
組

む
。

QQ AAQA 町  

長
連年米価下落、これじゃ
農業やっていけないよ。
再生産意欲のもてる町
の支援ほしーい。

QAQAQA 町  

長
町商店街のため、
しずくちゃんカード
への支援をしてもら
いたい。

ワクチンの3回接種で、感
染拡大「第6波」を最小に！
コロナを乗り越えましょ
う！！

仕掛けワナで捕獲されたイノシシ

この風景を100年残すために

QAQAQA 町  

長

全戸配布された防災マップ



14しずくいし議会だより No.120しずくいし議会だより No.12015

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

鳥
獣
、特
に
イ
ノ
シ
シ

対
策
の
強
化
を

　
　「
防
御
」と「
捕
獲
」の
取
り
組
み
を

柱
と
し
て
被
害
の
減
少
と
捕
獲
を
強
化

鳥
獣
と
共
生
す
る
環
境
を
提
唱
す
る
町
民
が

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ノ
シ

シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
甚
大
で
あ
り
、
人
命

危
機
も
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
駆
除
を
強
化
徹

底
で
き
な
い
か
。

「
防
御
」と「
捕
獲
」

に
よ
り
、
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
対
策
は
効
果

を
上
げ
て
い
る
。
よ
り

効
果
の
大
き
い
地
域
ぐ
る
み
の
被
害
対
策
の
取
り
組

み
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
の
指
導
・
支
援
を
行
い

農
作
物
被
害
の
減
少
と
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
強
化

の
徹
底
を
す
る
。

米
価
下
落
に
よ
る
農
業
支
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

新
米
価
格
は
下
落
し
、農
家
の
方
々
か
ら
「
何

と
か
助
け
て
く
れ
」
等
と
い
う
切
実
な
声
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
交
付

金
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
交
付

金
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
農
家
等
か
ら
意
見
を
聞
い

て
、
何
ら
か
の
形
で
支
援
策
を
考
え
た
い
。

感
染
対
策
と
地
域
経
済
の
落
ち
込
み

へ
の
支
援
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
６
波
に

向
け
て
、感
染
対
策
と
地
域
経
済
へ
の
落
ち
込

み
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

国
は
、「
医
療
提
供
体
制
の
強
化
」
等
４
つ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
国
の
対
策
を
踏

ま
え
、
追
加
接
種
を
進
め
る
と
と
も
に
、
広
報
等
で

注
意
喚
起
を
行
う
。

　
ま
た
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時

代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
施
策
を
活
用
し
た
支
援
を
迅
速
に
行
う
。

ま
ち
な
か
へ
の
居
住
誘

導
の
方
法
は

質
問
者
／
杉
澤
敏
明 

議
員

す
ぎ
さ
わ
と
し
あ
き

　
　
現
時
点
で
は
具
体
化
し
た
施

策
は
な
い
が
届
出
の
制
度
化
を
検
討

生
活
基
盤
の
整
っ
た
ま
ち
な
か
へ
誘
導
や
住
宅

の
提
供
は
。

現
時
点
で
具
体
化
し
た
施
策
は
な
い
が
、
開

発
及
び
建
築
行
為
が
居
住
誘
導
を
妨
げ
な
い

か
把
握
す
る
た
め
、
届
出
の
制
度
化
を
検
討
す
る
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
集
約
さ
れ
た
生
活
中

心
拠
点
形
成
の
具
体
的
な
方
法
は
。

各
種
施
設
の
整
備
を
把
握
す
る
た
め
、
届
出

の
制
度
化
を
検
討
し
、
問
題
や
支
障
が
生
じ

る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
の

土
地
の
取
得
に
つ
い
て
調
整
を
行
う
。
開
発
行
為
自

体
を
中
止
す
る
よ
う
調
整
及
び
勧
告
を
行
う
な
ど
の

措
置
を
検
討
す
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
経
済
対
策
は
。

こ
れ
ま
で
感
染
予
防
対
策
の
ほ
か
、
観
光
業
・

飲
食
業
に
対
す
る
地
域
経
済
活
動
支
援
、
農

林
畜
産
業
に
対
す
る
事
業
継
続
支
援
等
を
予
算
計
上

し
て
き
た
。

　
追
加
交
付
さ
れ
る
交
付
金
に
つ
い
て
も
、
地
域
経

済
活
動
を
支
え
る
分
野
ご
と
の
対
策
を
検
討
す
る
。

ふ
る
だ
て
け
ん
ご

質
問
者
／
古
舘
謙
護 

議
員

質
問
者
／
上
野
三
四
二 

議
員

う
わ

の

み

よ

じ

県
独
自
の
緊
急
事
態

宣
言
、町
の
評
価
は

　
　
感
染
拡
大
を
抑
制
で

き
た８

月
12
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
発
令
し
た
岩

手
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
町
で

は
社
会
教
育
施
設
・
体
育
施
設
の
利
用
規
制
を
実
施

し
、
地
域
で
は
催
事
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
取

り
組
ん
だ
が
町
の
評
価
は
。

宣
言
に
は
県
民
に
対
し
感
染
対
策
の
再
徹
底

と
不
要
不
急
の
外
出
の
抑
制
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
働
き
か
け
る
効
果
が
あ
り
、
他
の
都
道
府
県

と
比
較
し
て
も
感
染
拡
大
を
抑
制
で
き
た
と
評
価
し

て
い
る
。ワ

ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
に
対
し
、
町
の
医
療

体
制
は
充
分
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

随
時
、
町
内
医
療
機
関
の
医
師
の
意
見
を
聞

き
、
各
医
療
機
関
が
接
種
し
や
す
い
環
境
に

配
慮
し
進
め
て
い
く
。

防
災
マ
ッ
プ
の
修
正
を

令
和
３
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正

さ
れ
た
が
、
全
戸
配
布
し
た
町
の
防
災
マ
ッ
プ

は
改
正
前
の
内
容
の
た
め
、修
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
12
月
中
旬
頃
に
火
山
活
動
に
お
け

る
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
避
難
情
報
に
つ
い
て

変
更
と
な
る
情
報
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
表
を
待
っ

て
防
災
マ
ッ
プ
等
の
避
難
情
報
の
修
正
に
取
り
組

む
。

QQ AAQA 町  

長
連年米価下落、これじゃ
農業やっていけないよ。
再生産意欲のもてる町
の支援ほしーい。

QAQAQA 町  

長
町商店街のため、
しずくちゃんカード
への支援をしてもら
いたい。

ワクチンの3回接種で、感
染拡大「第6波」を最小に！
コロナを乗り越えましょ
う！！

仕掛けワナで捕獲されたイノシシ

この風景を100年残すために

QAQAQA 町  

長

全戸配布された防災マップ
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　出
産
祝
金
等
の
見
直
し
を
行
い
、

経
済
的
な
支
援
の
検
討
充
実
を
図
る

出
生
数
の
減
少
に
危
機
感
は
な
い
か

町
の
人
口
は
10
年
で
２
，
１
４
０
人
の
減
少
で
、

出
生
数
が
５９
人
と
い
う
現
状
に
危
機
感
を
感

じ
て
い
な
い
か
。

大
き
な
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
来
年
度
予

算
に
子
育
て
支
援
と
し
て
、
第
１
子
10
万
円
，

第
２
子
10
万
円
、
第
３
子
10
万
円
、
第
４
子
以
降
も

10
万
円
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
民

間
と
提
携
し
た
中
で
結
婚
支
援
策
に
着
手
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

雫
石
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
年

齢
制
限
の
緩
和
を

雫
石
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
年
齢
制
限

は
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
の
年
齢
が
39
歳
以
下

の
世
帯
と
し
て
い
る
。
男
性
が
45
歳
、
女
性
が
35
歳
で

は
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
。
結
婚
支
援
、
少
子
化
対

策
と
し
て
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
も
独
自
で
見
直
し
を

図
って
は
ど
う
か
。

補
助
要
綱
に
合
わ
せ
た
形
で
の
対
応
と
な

る
。
年
齢
を
上
げ
る
場
合
は
町
が
単
独
で
実

施
す
る
か
た
ち
に
な
る
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

新
入
学
児
童
の
減
少
対
策
は

児
童
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
方
策
を
、
教

育
委
員
会
で
独
自
で
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る

か
。

子
育
て
の

支
援
環
境

充
実
を
Ｐ
Ｒ
し
て

の
定
住
が
、
も
っ

と
も
身
近
な
施
策

と
考
え
て
い
る
。

町
の
人
口
減
少
対

策
と
併
せ
て
、
効

果
的
な
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
方
策
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
結
果
は

　
　該
当
す
る
児
童・生
徒

は
い
な
い

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
の
世
話
・
介
護
を

す
る
18
才
未
満
の
子
ど
も
）
に
つ
い
て
町
の
実

態
調
査
は
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
は
、
各
市
町
村
の

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
行
う
が
、
該
当
す
る
児
童
・
生
徒
は

い
な
い
。今

後
の
調
査
及
び
対
策
は
。

現
在
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
町
独
自
の

実
態
調
査
は
予
定
し
て
い
な
い
。
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
認
知

度
の
向
上
や
福
祉
・
教
育
分
野
等
の
理
解
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
周
知
・
啓
発
や
研
修
の
機
会
を
つ
く
る
。

中
学
校
生
徒
、
小
学
校
児
童
の
不
登
校
の
実

数
の
推
移
は
。

町
内
小
学
校
は
減
少
し
て
い
る
が
中
学
校
に

お
い
て
は
増
加
し
て
い
る
。
全
国
、
県
内
、

盛
岡
教
育
事
務
所
管
内
８
市
町
い
ず
れ
に
お
い
て
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
、
生
徒
指
導
を
重
点
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息
後
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
取
り
組
み
状
況
は
。

「
い
わ
て
合
宿
相
談
会
」
に
、
し
ず
く
い
し
観

光
協
会
と
参
加
し
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
今
後
も
相
談
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
合
宿
誘

致
に
つ
な
げ
た
い
。
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
誘
致
活
動

は
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
回
避
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
誘
致
活
動
が
選
択
肢
と
し
て
増
え
て
い
る
が
、
相

談
会
に
お
け
る
対
面
で
の
つ
な
が
り
も
重
要
な
も
の

と
捉
え
て
お
り
、
町
職
員
の
出
身
大
学
、
高
校
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
財
政
支
援
等
を
検
討
し
な
が
ら
状

況
に
応
じ
た
誘
致
活
動
を
実
施
す
る
。

旧
南
畑
小
学
校
体
育
館
に
新
し
い
名
称
を

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
整
備
計
画
が
立

ち
上
が
っ
て
か

ら
数
年
経
っ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
に
旧
南
畑
小
学

校
体
育
館
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
地
域
に
合
っ
た

名
称
を
つ
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

施
設
と
し
て
整

備
し
て
い
く
過

程
で
条
例
等
も
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
前
に
は
名
称
と
い
う
部
分
も
明
記
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
に
独
自
支
援
を

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
と
部
活
動
に
伴
う
道
具
等
の
購
入
に
大

き
な
お
金
が
か
か
り
、
そ
の
負
担
に
子
ど
も
が
気
を
利

か
せ
て
ク
ラ
ブ
活
動
を
諦
め
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
町
独
自
で
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

実
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
子
育
て
に
優
し
い

町
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
事
業
化
に
向
け

て
意
見
を
出
し
合
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

合
宿
誘
致
の
取
り
組

み
状
況
は

　
　財
政
支
援
等
を
検
討

し
誘
致
活
動
を
実
施
す
る

質
問
者
／
幅
　
秀
哉 

議
員

は
ば

ひ
で

や

質
問
者
／
横
手
寿
明 

議
員

よ
こ

て

と
し
あ
き

質
問
者
／
徳
田
幸
男 

議
員

と
く

た

ゆ
き

お

QQ QA A 当町の年間出生数
59人は危険水域で
す。大きな支援が必
要です。

QAQAQA

QAQQ AA

町  

長

町  

長

幼老介護、老老介護
ダブル介護、認認介護
在宅介護、介護難民
長寿と背中合わせです。

町  

長
少子化で各スポーツ
少年団の団員不足
が深刻な悩みになっ
て来てます。

どのような名称となるのか旧南畑小学校

元気に育ってほしい雫石っこ

A



16しずくいし議会だより No.120しずくいし議会だより No.12017

　
　出
産
祝
金
等
の
見
直
し
を
行
い
、

経
済
的
な
支
援
の
検
討
充
実
を
図
る

出
生
数
の
減
少
に
危
機
感
は
な
い
か

町
の
人
口
は
10
年
で
２
，
１
４
０
人
の
減
少
で
、

出
生
数
が
５９
人
と
い
う
現
状
に
危
機
感
を
感

じ
て
い
な
い
か
。

大
き
な
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
来
年
度
予

算
に
子
育
て
支
援
と
し
て
、
第
１
子
10
万
円
，

第
２
子
10
万
円
、
第
３
子
10
万
円
、
第
４
子
以
降
も

10
万
円
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
民

間
と
提
携
し
た
中
で
結
婚
支
援
策
に
着
手
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

雫
石
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
年

齢
制
限
の
緩
和
を

雫
石
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
年
齢
制
限

は
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
の
年
齢
が
39
歳
以
下

の
世
帯
と
し
て
い
る
。
男
性
が
45
歳
、
女
性
が
35
歳
で

は
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
。
結
婚
支
援
、
少
子
化
対

策
と
し
て
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
も
独
自
で
見
直
し
を

図
って
は
ど
う
か
。

補
助
要
綱
に
合
わ
せ
た
形
で
の
対
応
と
な

る
。
年
齢
を
上
げ
る
場
合
は
町
が
単
独
で
実

施
す
る
か
た
ち
に
な
る
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

新
入
学
児
童
の
減
少
対
策
は

児
童
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
方
策
を
、
教

育
委
員
会
で
独
自
で
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る

か
。

子
育
て
の

支
援
環
境

充
実
を
Ｐ
Ｒ
し
て

の
定
住
が
、
も
っ

と
も
身
近
な
施
策

と
考
え
て
い
る
。

町
の
人
口
減
少
対

策
と
併
せ
て
、
効

果
的
な
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
方
策
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
結
果
は

　
　該
当
す
る
児
童・生
徒

は
い
な
い

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
の
世
話
・
介
護
を

す
る
18
才
未
満
の
子
ど
も
）
に
つ
い
て
町
の
実

態
調
査
は
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
は
、
各
市
町
村
の

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
行
う
が
、
該
当
す
る
児
童
・
生
徒
は

い
な
い
。今

後
の
調
査
及
び
対
策
は
。

現
在
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
町
独
自
の

実
態
調
査
は
予
定
し
て
い
な
い
。
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
認
知

度
の
向
上
や
福
祉
・
教
育
分
野
等
の
理
解
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
周
知
・
啓
発
や
研
修
の
機
会
を
つ
く
る
。

中
学
校
生
徒
、
小
学
校
児
童
の
不
登
校
の
実

数
の
推
移
は
。

町
内
小
学
校
は
減
少
し
て
い
る
が
中
学
校
に

お
い
て
は
増
加
し
て
い
る
。
全
国
、
県
内
、

盛
岡
教
育
事
務
所
管
内
８
市
町
い
ず
れ
に
お
い
て
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
、
生
徒
指
導
を
重
点
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息
後
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
取
り
組
み
状
況
は
。

「
い
わ
て
合
宿
相
談
会
」
に
、
し
ず
く
い
し
観

光
協
会
と
参
加
し
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
今
後
も
相
談
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
合
宿
誘

致
に
つ
な
げ
た
い
。
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
誘
致
活
動

は
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
回
避
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
誘
致
活
動
が
選
択
肢
と
し
て
増
え
て
い
る
が
、
相

談
会
に
お
け
る
対
面
で
の
つ
な
が
り
も
重
要
な
も
の

と
捉
え
て
お
り
、
町
職
員
の
出
身
大
学
、
高
校
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
財
政
支
援
等
を
検
討
し
な
が
ら
状

況
に
応
じ
た
誘
致
活
動
を
実
施
す
る
。

旧
南
畑
小
学
校
体
育
館
に
新
し
い
名
称
を

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
整
備
計
画
が
立

ち
上
が
っ
て
か

ら
数
年
経
っ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
に
旧
南
畑
小
学

校
体
育
館
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
地
域
に
合
っ
た

名
称
を
つ
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

施
設
と
し
て
整

備
し
て
い
く
過

程
で
条
例
等
も
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
前
に
は
名
称
と
い
う
部
分
も
明
記
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
に
独
自
支
援
を

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
と
部
活
動
に
伴
う
道
具
等
の
購
入
に
大

き
な
お
金
が
か
か
り
、
そ
の
負
担
に
子
ど
も
が
気
を
利

か
せ
て
ク
ラ
ブ
活
動
を
諦
め
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
町
独
自
で
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

実
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
子
育
て
に
優
し
い

町
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
事
業
化
に
向
け

て
意
見
を
出
し
合
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

合
宿
誘
致
の
取
り
組

み
状
況
は

　
　財
政
支
援
等
を
検
討

し
誘
致
活
動
を
実
施
す
る

質
問
者
／
幅
　
秀
哉 

議
員

は
ば

ひ
で

や

質
問
者
／
横
手
寿
明 

議
員

よ
こ

て

と
し
あ
き

質
問
者
／
徳
田
幸
男 

議
員

と
く

た

ゆ
き

お

QQ QA A 当町の年間出生数
59人は危険水域で
す。大きな支援が必
要です。

QAQAQA

QAQQ AA

町  

長

町  

長

幼老介護、老老介護
ダブル介護、認認介護
在宅介護、介護難民
長寿と背中合わせです。

町  

長
少子化で各スポーツ
少年団の団員不足
が深刻な悩みになっ
て来てます。

どのような名称となるのか旧南畑小学校

元気に育ってほしい雫石っこ

A

昨今の出生数を踏まえた将来見通し（資料提供　町教育委員会）
 ・令和３年４月１日現在の住民基本台帳数値から算出した令和４年度以降の入学予定者数

入学年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度

雫石小学校 54
(276)

45
(273)

43
(273)

35
(274)

29
(259)

27
(233)

七ツ森小学校 16
(75)

12
(71)

16
(75)

13
(74)

15
(82)

６
(78)

西山小学校 16
(138)

22
(132)

14
(126)

18
(114)

14
(107)

９
(93)

御明神小学
校

７
(71)

12
(67)

９
(61)

８
(59)

８
(58)

９
(53)

御所小学校 12
(96)

18
(100)

14
(97)

８
(87)

７
(76)

６
(65)

計 105
(636)

109
(643)

96
(632)

82
(608)

73
(582)

57
(522)

※カッコ内は各小学校の全児童見込数
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

メ
タ
ボ
、７
年
連
続
県
内

ワ
ー
ス
ト
１
位
の
対
策
は

　
　
特
定
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
るメ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
、
成
果

が
上
が
ら
な
い
理
由
は
。

特
定
健
診

を
受
診
し

た
人
が
、
動
機
づ

け
支
援
及
び
積
極

的
支
援
の
基
準
該

当
と
な
っ
て
も
、

そ
の
後
の
特
定
保

健
指
導
を
受
け
る

人
が
少
な
い
。

国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
。

平
成
27
年
度
の
51
・
４
％
を
最
高
に
、
令
和

２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
45
・

２
％
の
受
診
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
は

保
険
証
と
し
て
町
内
利
用
で
き
る
医
療
機
関

は
あ
る
か
。

医
科
施
設
２
件
、
薬
局
１
件
の
計
３
件
が
登

録
と
な
っ
て
い
る
。
雫
石
診
療
所
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
登
録
と
な
る
よ

う
手
続
き
を
進
め
る
。

奨
学
資
金
貸
付
事
業
の
内
容
は

奨
学
資
金
貸
付
事
業
の
資
格
、
支
援
等
の
内

容
は
。

町
内
に
住
所
を
有
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
高
等
学
校
以

上
の
学
校
に
在
学
す
る
者
を
対
象
に
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、

大
学
院
の
学
校
区
分
に
応
じ
て
貸
付
け
を
し
て
い

る
。

米
価
下
落
の
町
経
済

へ
の
影
響
は

米
価
下
落
に
よ
る
米
農

家
へ
の
支
援
は

　
　
緊
急
支
援
給
付
金
を

年
内
に
給
付

令
和
３
年
産
米
の
米
価
下
落
は
農
家
経
営
に

大
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
米
農
家
に
支
援
が

必
要
と
思
う
が
対
策
は
。

主
食
用
米
生
産
者
緊
急
支
援
給
付
金
の
年
内
給

付
に
向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
の
稲
作
経
営
安
定
資
金
を
実
質
、
無
利
子
で
借
り

受
け
で
き
る
よ
う
、
町
が
利
子
補
給
す
る
。

農
畜
産
物
の
安
定
生
産
に
町
と
し
て
ど
う
指

導
支
援
し
て
い
く
の
か
。

全
国
的
に
主
食
用
米
の
需
要
が
減
少
し
、
飼
料

用
米
な
ど
の
新
規
需
要
米
や
小
麦
、
大
豆
、
野

菜
、
花
卉
等
の
高
収
益
作
物
へ
の
転
作
の
推
進
と
生
産

体
制
の
支
援
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
国
や
県
の
事
業

を
活
用
し
な
が
ら
農
家
の
経
営
安
定
に
つ
な
が
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

移
住
定
住
の
取
り
組
み
は

移
住
定
住
の
促
進
の
た
め
、
地
域
に
雇
用
の

支
え
と
な
る
中
小
企
業
の
誘
致
が
必
要
で

は
。

町
の
企
業
誘
致
に
伴
う
優
遇
措
置
の
制
度
を
活

用
し
た
工
場
等
の
誘
致
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
、町
民
の
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。ま
た
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス※

の
立
地
に
よ
り
移
住
定
住
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

※

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は…

企
業
本
社
や
官
公
庁
、
団
体
の
本
庁
舎
か
ら
離

れ
た
所
に
設
置
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と
。

　
　
農
家
経
営
の
み
な
ら
ず
、様
々
な
分

野
で
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
捉
え
て
い
る

令
和
３
年
産
米
価
が
大
幅
に
下
落
し
た
が
、

米
価
下
落
が
町
の
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

昨
年
度
か
ら
の
減
少
額
は
Ｊ
Ａ
支
払
概
算
金
の

試
算
で
４
億
４
４
８
７
万
円
と
な
る
。
農
家
経

営
の
み
な
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
の
観
光
業
、
商
工

業
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
分
野
で
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
捉
え
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
経
過
と
４
地
区

の
共
通
課
題
は
。

地
域
の
現
状
や
今
後
の
姿
を
捉
え
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
の
意
識
共
有
と
実
践
活
動
へ
参
加
の
広
が
り
が

必
要
と
捉
え
て
い
る
。

観
光
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
は

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
旅
行
者
ニ
ー
ズ

の
変
化
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
景
勝
地
へ
の
訪
問
、
家
族
単

位
を
基
本
と
し
た
近
場
へ
旅
行
を
求
め
る
傾
向

に
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
観
光
研
究
調
査
事
業
委
託

の
取
り
組
み
を
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
集
客

の
た
め
の
戦
略
を
絞
り
込
む
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
の
取
り
組
み
に
向
け

て
の
現
状
と
課
題
は
。

設
立
支
援
を
民
間
業
者
に
委
託
し

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
し

ず
く
い
し
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
準
備
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
や
体
制
、
各

種
事
業
展
開
の
自
主
財
源
確
保
な
ど
が
課

題
で
あ
る
。

質
問
者
／
岡
本
忠
美 

議
員

お
か
も
と
た
だ

み

質
問
者
／
堂
前
義
信 

議
員

ど
う
ぜ
ん
よ
し
の
ぶ

QAQAQA QA 町  

長

QAQAQA 町  

長

QAQAQA QA 町  

長

７年連続
メタボワースト１
病気になる前に
対策を。

農業に取り組める
施策が必要だ。
稲作はもう限界に
きている。

質
問
者
／
坂
井
尚
樹 

議
員

さ
か

い

な
お

き

メタボワースト1を脱却できるか

町内に工場を構えた誘致企業

米価下落に資材高騰、
農家経営安定のため、
今一層の支援が必要で
ある。
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メ
タ
ボ
、７
年
連
続
県
内
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ト
１
位
の
対
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は

　
　
特
定
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
るメ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
、
成
果

が
上
が
ら
な
い
理
由
は
。

特
定
健
診

を
受
診
し

た
人
が
、
動
機
づ

け
支
援
及
び
積
極

的
支
援
の
基
準
該

当
と
な
っ
て
も
、

そ
の
後
の
特
定
保

健
指
導
を
受
け
る

人
が
少
な
い
。

国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
。

平
成
27
年
度
の
51
・
４
％
を
最
高
に
、
令
和

２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
45
・

２
％
の
受
診
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
は

保
険
証
と
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町
内
利
用
で
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る
医
療
機
関
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あ
る
か
。

医
科
施
設
２
件
、
薬
局
１
件
の
計
３
件
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登

録
と
な
っ
て
い
る
。
雫
石
診
療
所
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
登
録
と
な
る
よ

う
手
続
き
を
進
め
る
。

奨
学
資
金
貸
付
事
業
の
内
容
は

奨
学
資
金
貸
付
事
業
の
資
格
、
支
援
等
の
内

容
は
。

町
内
に
住
所
を
有
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
高
等
学
校
以

上
の
学
校
に
在
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す
る
者
を
対
象
に
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、

大
学
院
の
学
校
区
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に
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て
貸
付
け
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て
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る
。

米
価
下
落
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経
済

へ
の
影
響
は

米
価
下
落
に
よ
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米
農

家
へ
の
支
援
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緊
急
支
援
給
付
金
を
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内
に
給
付

令
和
３
年
産
米
の
米
価
下
落
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農
家
経
営
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大
打
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与
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て
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る
。
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に
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援
が
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要
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。
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収
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が
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。
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が
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イ
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。
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と
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。
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問
者
／
岡
本
忠
美 
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員

お
か
も
と
た
だ
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質
問
者
／
堂
前
義
信 

議
員

ど
う
ぜ
ん
よ
し
の
ぶ

QAQAQA QA 町  

長

QAQAQA 町  

長

QAQAQA QA 町  

長

７年連続
メタボワースト１
病気になる前に
対策を。

農業に取り組める
施策が必要だ。
稲作はもう限界に
きている。

質
問
者
／
坂
井
尚
樹 

議
員

さ
か

い

な
お

き

メタボワースト1を脱却できるか

町内に工場を構えた誘致企業

米価下落に資材高騰、
農家経営安定のため、
今一層の支援が必要で
ある。
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　10月28日、合併前大野村の活性化を図るために産
業・観光の拠点として「おおのキャンパス」が約20年の
期間をかけ整備されていました。平成８年にオープンし
た大野パークゴルフ場は町民のスポーツ、レクリエー
ション活動を通じて健康増進に寄与しています。また
運営状況は、施設管理の経費が非常にかかっていると
説明を受けました。

町の活性化と健康増進
大野パークゴルフ場の運営状況調査
及び視察（洋野町）

調査

1

　11月30日、現在わさび根中心に約33,000株（４種
類）栽培しているが出荷先は「道の駅雫石あねっこ」で
の販売を主にしています。需要が伸びていないことか
ら、今後消費拡大対策が必要です。

町の特産品
農産物生産状況調査及び視察
（極楽野わさび苑）

調査

2

　11月30日、米価下落調査についてユニティファーム
七区役員との意見交換会をし、令和３年産米の出荷販
売について非常に厳しい状況と説明を受けました。要
因は米消費の低迷と燃料・農業資材等の高騰による
ものです。また、従業員の高齢化に伴い労働力の低下、
水田基盤の整備が課題です。

米価下落と若い後継者不足が課題
米価下落影響調査及び
意見交換会（七区）

調査

3

　11月30日、JAいわて駒木野倉庫で米保管（在庫調
査）状況についてJA新いわてより説明を受けました。
令和元年産と２年産の米も在庫があり、雫石産米の販
売対策が急務です。

「雫石米」今後の消費対策
コメ余り状況調査及び
JA駒木野倉庫見学（駒木野）

調査

4

［大村昭東委員長］［古舘謙護委員長］
議会だより

［杉澤敏明委員長］
　生涯学習スポーツ課より、一般会計補正予算（第
5号）に係る教育費の補正内容についての説明を受
けました。主なものとして、総合芸術祭、無形文化
財芸能祭、町民劇場、社会体育事業等の事業中止に
よる減額補正でした。また、旧南畑小学校の地下油
タンクに定期点検の際、修繕箇所が見つかり、修繕
費179万6千円の補正予算計上をするものでした。
委員からは地下の油タンクでは点検が難しいことも
あり、将来を見据え屋外タンクを考慮しなかったの
かとの指摘があり、担当課では屋外タンクの設置も
検討したが修繕費以上に高額になることから、今後
検討していくと説明を受けました。

教育費の補正予算
各種イベントの
中止による減額

学校での重大事件の防止策
他県の中学校で発生した
事件を受けて

調査

1
　昨年11月24日に愛知県の中学校で発生した重大
事件を受け、学校教育課から町の対応について説明
を受けました。12月1日に開催した第6回雫石町立
小・中学校校長会議において、12月以降の生徒指導
についての指示連絡事項を伝えているとのことでし
た。特にも「SNSの利用の仕方、接続による危険性
を保護者に伝え、家庭内で子どもと話し合う機会を
設けるように面談等で呼びかけたこと、インター
ネットで悪ふざけの誹謗中傷をしないこと」などが
今の時代では重要であると会議で申し送りされたと
のことでした。

調査

2

［堂前義信委員長］

新委員会メンバーで編集した
第１１９号
　前号でも紹介しましたが、常任委員会の改選があ
り新委員会メンバーで第 119 号の編集を行いまし
た。新委員長の下、より良い紙面づくりを心掛けて
いきます。

○令和３年10月８日
　議会だより第１１９号初校編集会議を開催しました。
○令和３年10月15日
　議会だより第１１９号再校編集会議を開催しました。
○令和３年10月21日　
　議会だより第１１９号念校編集会議を開催しました。

○令和３年10月28日
　議会だより第119号発行。
○令和３年11月12日
　議会だより第120号の編集日程や委員会の動き等
について協議しました。
○令和３年12月２日
　町村議会広報担当者研修会が、岩手県自治会館（盛
岡市）で開催されました。委員会から２名が参加し「議
会だより No.119」の紙面などについて、講師から
以下のアドバイスをいただきました。
・左とじヨコ組みフォーマットから、右とじタテ組み
の基本フォーマットへの大転換。表紙のグレード
アップも図られ、タテ題字デザインがめずらしい。
・「Voice 皆さんの声を聞きました」、「ふるさとへの
便り」、「今月の表紙」などの住民登場が多彩。
などです。今後も、より読みやすい紙面を目指し研
鑽を続けていきたいと思います。
○令和３年12月３日
　令和３年度町民と議会との懇談会や議会だより第
120 号の割り付け及び閉会中の継続調査について協
議しました。

　昨年 3 月 17 日の会食事案をめぐり、経過の事実
確認、信頼回復に向けた議会議員政治倫理条例の制
定や議員研修実施等のモラルアップ、そして町民の
皆様への謝罪について協議し、謝罪文を10月28日
発行の「議会だより119号」に掲載しました。

議会の信頼回復に
向けた協議

協議

1
　「雫石町議会議員政治倫理条例」の制定に向け、県
内や全国の市町の条例を参考に協議を重ね、政治倫
理条例（案）をまとめました。議員全員協議会で全
員の賛成を得て、12 月 13 日開催の定例会で議員発
議案として上程し可決されました。この政治倫理条
例は、議員が町民の信託を受けた町民の代表である
ことを認識し、政治倫理を遵守することを定めたも
のです。

雫石町議会議員
政治倫理条例の検討

協議

2

さん

けん

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総務産業常任委員会

特集も今回で4号目になります

健康増進に一役買っているおおのキャンパス

みんなで食べよう雫石米

議会運営委員会

教育民生常任委員会

広報広聴常任委員会
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○令和３年10月28日
　議会だより第119号発行。
○令和３年11月12日
　議会だより第120号の編集日程や委員会の動き等
について協議しました。
○令和３年12月２日
　町村議会広報担当者研修会が、岩手県自治会館（盛
岡市）で開催されました。委員会から２名が参加し「議
会だより No.119」の紙面などについて、講師から
以下のアドバイスをいただきました。
・左とじヨコ組みフォーマットから、右とじタテ組み
の基本フォーマットへの大転換。表紙のグレード
アップも図られ、タテ題字デザインがめずらしい。
・「Voice 皆さんの声を聞きました」、「ふるさとへの
便り」、「今月の表紙」などの住民登場が多彩。
などです。今後も、より読みやすい紙面を目指し研
鑽を続けていきたいと思います。
○令和３年12月３日
　令和３年度町民と議会との懇談会や議会だより第
120 号の割り付け及び閉会中の継続調査について協
議しました。

　昨年 3 月 17 日の会食事案をめぐり、経過の事実
確認、信頼回復に向けた議会議員政治倫理条例の制
定や議員研修実施等のモラルアップ、そして町民の
皆様への謝罪について協議し、謝罪文を10月28日
発行の「議会だより119号」に掲載しました。

議会の信頼回復に
向けた協議

協議

1
　「雫石町議会議員政治倫理条例」の制定に向け、県
内や全国の市町の条例を参考に協議を重ね、政治倫
理条例（案）をまとめました。議員全員協議会で全
員の賛成を得て、12 月 13 日開催の定例会で議員発
議案として上程し可決されました。この政治倫理条
例は、議員が町民の信託を受けた町民の代表である
ことを認識し、政治倫理を遵守することを定めたも
のです。

雫石町議会議員
政治倫理条例の検討

協議

2

さん

けん

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総務産業常任委員会

特集も今回で4号目になります

健康増進に一役買っているおおのキャンパス

みんなで食べよう雫石米

議会運営委員会

教育民生常任委員会

広報広聴常任委員会
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今
こん
野
の
　太

た
郎
ろう
さん（13 歳・林崎）

熊
くま
谷
がい
　和
かず
恵
え
さん（42 歳・駅前）

茅
かや
橋
はし
　昭
あき
男
お
さん（77 歳・八区）

森
もり
合
あい
　音

ね
寧
ね
さん（10 歳・小松）

雫石の人柄は宝

子どもたちと自然にふれあえるところ

散歩中に見える山々

私のフルート

V O C E

　雫石はとっても良い所です。その中でも特に雫
石町は、人柄が良いと思います。登下校中は、あ
いさつをすれば、どの年齢を問わず全員から返っ
てきます。中学校でもすぐ、友達ができたり、気
軽に話せます。雫石中学校に入るみなさん、ぜひ
あたり前のことはあたり前にやって、楽しい気持
ちで、入学してきてください !!!!

　子どもたちと一緒に春は桜を見におさん
ぽ、夏は車で少し出かけて川で水遊び。秋は
ドングリ拾い、冬は雪遊び。そして外を見れ
ば大きくキレイは岩手山。のびのびと子育て
ができて、とても気持ちが穏やかになります。
　子どもたちと四季折々の自然にふれあえる
ところが雫石の宝物なんだなと感じています。

　私の宝物は「フルート」です。理由はキラキ
ラしているし、きれいな音が出るからです。雫
石町にはフルートの先生がいます。また野菊ホー
ルがあって、そこで演奏すると、とても気持ち
良いです。
　雫石町には良いところがたくさんあるので、皆
さんも探してみてください。

　定年後に出身地である八区行政区に定住して
15 年。好きなことの一つが、遠くに見える山々
を望みながらの散策です。
　見える山は、東方に姫神山・早池峰山、西方
に秋田駒ケ岳・高倉山、南方に南昌山・男助山、
北方に岩手山・鞍掛山・三ツ石山等々です。特
に、八区地内からスキー場及び岩手山方面のパ
ノラマは最高です。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴く VOICE シリーズ。

今回は「しずくいしの宝物は？」です。

皆さんの声を聞きました

No.15
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　昨年 10 月、コロナ禍の中〝来るな〟と言

われる中を押して雫石に帰省した。（ワクチ

ン２回接種済）盛岡でレンタカーを借り、小

中高を共にした旧友 2 人と待ち合わせ３人

で故郷入りしたが、町は静まり返り人影もな

く驚いた。変わらずに迎えてくれたのは雄々

しいまでに美しい〝岩手山〟厳然として存在

し世の移ろいに怯むことなく聳えていた。私

は雫石高校第３回卒業生ですが、雫石に県立

高校が在ること自体を誇らしく思って来まし

た。雫石小学校の西側の片隅に戦時中の〝青

年学校〟があり、二階建ての古い建物で、そ

れが盛岡一高雫石分校の発祥地です。当時は

高校に行けるなど夢の様な事態に向学心に燃

えたぎる農家の若者達で雫石高校は沸き立ち

ました。当時は停電が多く夜間部はローソク

を灯して学びました。夜間部、昼間部の他に

農閑期だけの家庭科があり 10 月から３月ま

での半年間、農家の女性にも学ぶ機会が与え

られ、私はその家庭科に入り翌年３月に普通

科２年に編入しました。みんな昼間は農業、

役場、農協、郵便局、個人商店に勤めていま

したが、遠くから自転車もバスもなくジャリ

道を歩いて通いました。私達の先輩には夜間

部で学び、鳥取大学の教育学部長になられた

笹田さんは健在です。夜間部を卒業し後に起

業し成功された藤本さんも健在です。

　私は弁論部に憧れて入部し、男女同権が呼

ばれた折でもあり、封建的な農村社会に生き

る女性の地位向上を目指し、県外にまでも出

かけて訴えていた。「NHK の青年の主張」

では県代表になり、「全国青年弁論大会」で

は全国優勝し日本一になりました。雫石高校

の文化祭では校庭に高い櫓が組まれ袴に赤の

タスキ、足駄をはいて、夜空に高く大太古が

打ち鳴らされ、燃え盛るかがり火の中での開

催。余興等で多くの人が集まり町の風物詩で

した。聞くところに寄ると 70 周年を迎えた

今日、母校は廃校の危機にあるという。在校

生が３学年合わせても 70 人程で部活動も儘

ならない状況であるとか。（参考までに雫石

中学校は現在 150 名程でこの春は 100 名程

が卒業生予定なそうです）行政に於いても大

変努力されておられるそうで、制服無料、授

業料、通学費、海外研修旅行等の援助が考慮

されていると聞きました。普通高校でなく特

殊性を生かした高校や、寮制にして卒業生が

町に定着し活性化につながる葛巻方式等を参

考にして、何とか存続のため、こぞって知恵

を集結して生き残りを考えて欲しいと切望し

ます。存続のためなら卒業生として協力を惜

しみません。

　『こよなく愛しいふる里、〝雫石よ甦れ〟〝岩

手山が見ている〟〝頑張れ〟』

ふ
る
里
に
寄
せ
て
思
う

86
在京雫石町友会会員　　浦

うら

上
かみ

　恵
え

美
み
さん

雫石小学校―安庭小学校―雫石中学校―盛岡一高雫石分校―雫石営林署―（館山市に移住）―司法書士事務所経
営―懐石料理「吉亭」（女将）。
書道：書星会審査員、読売書道展評議員他。館山市ボランティア協議会会長。他

雫石町観光ポスター前で
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写真左から
鼓
こ

太
た

郎
ろう

さん（14歳）・風
ふう

歌
か

さん（12歳）・
凜
りん

太
た

郎
ろう

さん（９歳）・奏
そう

太
た

郎
ろう

さん（７歳）・
蓮
れん

太
た

郎
ろう

さん（３歳）・太郎（犬）

なかよしシリーズ⑮

自宅のリビングにて
後列右が妻の綾

あや

さん（旧姓：瀬川・38歳）
前列右：結

なぎさ

渚さん（７歳）、侑
ゆう

悟
ご

さん（５歳）、心
こころ

桜さん（２歳）

芳
は
賀
が
太
た
一
いち
さん、萩

はぎ
乃
の
さん（極楽野）夫婦のなかよ

し５人きょうだいです。
将来の夢は何ですか？
　長男　　鼓

こ
太
た

郎
ろう

さん：考古学者
　長女　　風

ふう
歌
か

さん　：スタイリスト
　二男　　凜

りん
太
た

郎
ろう

さん：天文学者
　三男　　奏

そう
太
た

郎
ろう

さん：剣道８段
　四男　　蓮

れん
太
た

郎
ろう

さん；こまちの運転手

山
やま

下
した

　富
とみ

宏
ひろ

さん（37歳）｜元御所｜※愛媛県宇和島市出身

共通の友人を通じて知り合いました。

お二人の馴れ初めは？

A
Q

自然が豊かで食べ物がおいしいです。盛岡に近く、
雫石駅は新幹線も停車するため遠出も便利です。
18 歳までの医療費助成や給食費の助成が子育て
世代にとってありがたいです。

雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

A
Q

町内に保育園はあるが、希望しても保育の必要性
がないと入園できないところです。学齢未満の子ど
もの受入先がないため町外の幼稚園へ通っていま
す。近場の施設に入れず、遠方に通わせなければ
いけない不満を解消してほしいです。雫石町がさら
に子育てしやすい町となり、それが呼び水となって、
もっと活力のある町になればいいなと思います。

町に望むことは？

A
Q

ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（10月～12月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

10 月 0 件 0 円 0 件 0 円

11 月 2 件 44,000 円 1 件 5,000 円

12 月 0 件 0 円 2 件 15,000 円

合計 2 件 44,000 円 3 件 20,000 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　町民の皆さま方におかれましては、輝かしい新春を健や
かに迎えられましたことと心からお慶び申し上げます。令和
４年も新型コロナウイルスのオミクロン株の感染拡大が心
配されますが、接種対象となる12 歳以上の方の約 90％ の
方が２回目の接種を終えており、3 回目接種も対象となる
方に順次案内が送られています。ここが頑張りどころだと思
います。基本的な感染対策を継続していただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。

（広報広聴常任副委員長　坂井尚樹）

発行責任者（議長）／加藤眞純
　　　編集委員長／古舘謙護
　　　　副委員長／坂井尚樹

編集委員／横手寿明・幅　秀哉
　　　　　岡本忠美・徳田幸男
　　　　　金子一男
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